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1B-671D(1dgeba11による鍾部外侮により脳
幹 梗 塞 を生じた1小児例
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頚部の過伸展,急激な回旋などにより稀ながら内膜剥

離･内膜 下血膝 ･偽性動脈癖などの椎骨動脈損傷を生し､

閉塞 ･褒栓などをこより時をこ盈鯖な神経症状を望する事が

知L㌧)Ilている.今回我々は.dodgeballによる頚部外

する.症例は9才男児.Ⅰ)odgeballが右前頚部にあた

り,下顎がしゃくり上げられ 約10分後に意識障害が出

現し入院.憤眠傾向･構音障害･左片蘇峰を認碕た.MRI

で.橋中上部傍正中右寄りに梗塞巣を認め,脳血管撮影

では,脳底動脈の完全閉塞および左椎骨動脈 CIC2椎

体レベJLに.偽性動脈痛と,思われる所見を認めた.抗血

小板剤投射こよi)保存的iこ加療.第45病l:1に再検した脳

血管撮影で,脳底動脈の閉塞所見は不変,左樵骨動脈の

偽性動脈癌は消失していた.患児は軽度の左片蘇峰を残

して.入院2か月経に退院した.頚部の過伸展により椎

骨動脈損傷を生じ,そこからの塞栓により脳底動脈閉塞

をきたした症例と考えられた.
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臨床の場においては,脇漉虜は決して希な疾患ではな

い.Lかし,そし')発生部位ではほとんどがテント上に多

く.後頭蓋嵩の特に脳幹部においては希である.治療の

面から以前では困難を棲め致命予後は厳しいものであっ

たが,近年定位脳手術の開発により優れた報告がなされ

るようになってきた.

我々は顔面(T)知覚障害にて発症 した脳幹部膿壕を経験

し,定位脳手術によi')良好な結果を得た,以前までの報

告と対比しながL､っ,文献的考察を加えここに報告する.
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Spike-wavestupoTと考えられる臨床像を屋した2

例を経験したので報告する.

症例1:53才.男性.全身唾撃て初発し.入院と左--､

た.Å院後3日目より,精神活動遅鈍化,発動後低下予

言語特上トを認めるようにたった.脳波では,全汎性両側

rL欄]性棟徐波結合を認めた.また,脳 SPECT 上は.

両側前頭葉内側面に軽度低濯流域を認めた.症例2:65

才.女一性.前交通動脈癖破裂にて.clippingを行われ..

ている. ま年後意識消失発作があり, 再入院となった.

入院後精神活動遅鈍化,言語停止,右手の脱力などを認

めた.脳波上は,両側同期性錬徐波接合を認めた書また,

脳 SPEC′T､上は.両側前頭葉に低濯流域を認めた.

Spike-wa＼,estuporにおける全汎性両側同期性の練

徐波の起源として,中心脳性と皮質性の2つの機序が考

えられている,今回の症例の嵐 SPECT所見からは,
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難治性てんかん6症例をこ対し脳梁離断術を行ったので

報告する.

【症例】我利難治性の LenrlOXGastaut症候群3例.

前頭葉てんかん3例で,平均27才 (14-42才)である.

術前後に.lT.rlIG.SPECT∴言語精神榛能検査を行し､.

手術LT)効果を検討した.Follow-upは,平均16カ月 (3

-26カ月)である.【結果】手術は脳硬(;')前方ト2から23

の切離を行った.術後,活動性低下が-適性をこ認められ

たが,永久的な脳梁離断症状は認められなかった.脱力

発作,強直間代発作等の貴簡発作がニ~Iントロー-′Lされて,

excellent:1凧 good:3例,fair:1例,poor:1例

であった.術後は､発作の軽快と共iこ大脳半球L7)血流改

善.IQ も約10ポイント平均の改善があり,神経症状の

改善も認められた.【結語】薬剤抵抗性の難治性てんか

んに対し,脳梁離断術が有効であ一､た.術後に脳血流の

改善が認められ,知能低下を来す前に横極的に治療する

ことL')意義が兄い出された.


